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はじめに

厚生省は栄養改善法に基づ き,毎 年国民栄養調査を実施

施している。この調査は30余 年 にわたって続けられてい

る世界的にも貴重な資料といわれるものである。調査の

内容1)は,栄 養摂取状況調査,身体状況調査の2つ が中心

となっている。栄養摂取状況調査は世帯を単位 とした連

続3日 間の食物摂取量を記録する秤量調査である。しか

し,こ の栄養摂取状況調査の方法は残念ながら世帯を単

位とした秤量調査であるゆえ,特 定の個入,年 令層,性

別などの食生活の実態や健康状態などとの関連究明がで

きないのである。

今回,農 村主婦の食生活調査の機会を得たので,個 人

秤量による栄養摂取状況調査を実施することとした。そ

の結果食生活の実態について若干の知見を得たので報告

する。

調査結果

1.対 象 者 の年 令 と業態

対 象 とな った 主婦 の 平均 年 齢 は48.7±7.5歳(最 高65歳,

最 低33歳)で あ っ た。 そ の年 代 別 分布 は図1に 示 す よ う

に,40歳 代 が 一 番 多 く,全 体 の41.2%(n:33)を 占め,

次 いで50歳 代 の36。5%(n:29)で あ った 。

また 主婦 の 業 態 では,農 業 従 事 者が 一 番 多 く,66.3%

(n:53),次 い で主 婦26.3%(n:21),自 営 業3.5%(n:

3),外 務 員2.5%(n:2),工 員1.4%(n:1)の 順 で あ
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調査方法

1.調 査地域

調査地域は,千 葉県山武郡大網白里である。同町は千

葉県の中部に位置する東西に細長い人ロ約2万2千 人程

の町である。

2.調 査の方法

調査は,昭 和53年7月,同 町の栄養改善協議会に所属

する主婦80名 を対象に,金 子らが開発した 「個人別食物

摂取状況調査票2J)を用 いて,平 日の連続3日 間にわたっ

て対象者個人に摂取した全ての飲食物とその重量を記入

してもらう調査方法を用いた。

3.調 査票の回収

調査票の回収については,調 査期間終了後対象者のプ

ライバシーの秘守に気を付け,紙 袋に封をする方法で80

名全員の調査票の回収を完了した。

なお,調 査票の記入状況は有識者らしく,明 瞭,詳 細

なものであった。

った。

2.食 物摂取状況と栄養摂取状況

(1)全 体の食物摂取状況と栄養摂取状況

得られたデータを国民栄養調査の集計法に準じ,食 品

を17食品群に分類,1人1日 当たりの摂取量を求めた。

その一覧を表1に 示す。

そして,こ の結果 と昭和50年 度の国民栄養調査の町村

部の結果と比較してみると,大 網白里町の方が摂取量が

少ない食品は米,い も,肉 類等が特に注目された。逆に

大網白里町の方が摂取量が多い食品として加工食品,海

草,淡 色野菜,麦 が目立っていた。

さらにこれらの結果を国民栄養調査の集計に用いてい

る荷重平均成分表を用いて,」 人1日 当りの平均栄養摂

取量を計算し,食 品群同様,国 民栄養調査の結果と比較

したのが表2で ある。

エネルギー,蚕 白質,ビ タミンB1,ビ タミンCに つい

ては国民栄養調査の方が多く摂取されていたが,他 の栄

養素については大網白里町の方が多く摂取されていた。
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表1食 品群別摂取量(1人1日 当り)

CM±a:S)

大綱白里

(A)

国民栄養調査

(町村)(B)
(B)X100
(A)

米 175±93 277±96 158.3(%)

麦 117±109 75±554 64.1

い も 32±33 67±52 209.4

砂 糖 18±13 16±15 ..

菓 子 34±32 29±30 85.3

油 脂 20±12 14±11 70.0

豆 79±58 74±52 93.7

果 実 226±161 195±148 86.3

緑黄色野菜 56±46 47±73 83.9

淡色 野菜 318±133 202±103 63.5

海 草 13±15 5±6 38.5

調 味 嗜好 125±134 133±147 106.4

魚 介 94±55 103±59 109.6

肉 40±27 55±88 137.5

卵 35±21 39±23 111.4

乳 ・乳製品 102±106 91±78 89.2

加 工 食 品 26±29 4±13 15.4

(2)年 代 別 にみ た食 物摂 取 状 況 と栄 養 摂取 状 況

年代 別 に1人1日 当 りの平均 食物 摂取 量 を求 め た もの

が 表3で あ る。

主 食 とな る米 ・麦 の摂 取 量 は40歳 代 が両 食 品 共 に最 高

で あ り,次 い で50歳 代 が 米 ・麦 共 に 第2位 の 摂 取 量 で あ

った 。60歳 代 の 麦 の 摂取 量 は他 の年 代 よ りか け 離 れ て少

な く,65gで あ っ た 。 これ は20歳 代 の摂 取 量 の63.4%に

す ぎ ない 。

動 物 性 食 品 につ い て着 目す る と,魚 介 類 で は,50歳 代

の108g次 い で40歳 代 の92g,60歳 代 の86g,30歳 代 の

75gで あ った 。 肉 類 につ い て は40歳 代 が 一 番 摂取 量 が 多

い が48gで あ り,次 いで50歳 代 の37g,30歳,60歳 代 の

35gで あ った 。卵 類 の摂取 量 は年 代 が高 い程摂 取 量 が 多

い こ とが 示 され て い た。乳 ・乳 製 品 につ いて は60歳 代 の

151gの 摂 取 が 注 目され,一 番 摂 取 量 の少 ない50歳 代 の2.

3倍 に相 当す る量 を摂取 して い た。

年 代 別 栄養 摂 取 量 に つ い て示 した もの が 表4で あ る。

エ ネル ギー につ い て着 す る と,50歳 代 が 一 番高 く,次 い

で40歳 代 で あ り,両 者 と も2100カ ロ リー を越 え る値 を示

して い た 。30歳 代 は1939カ ロ リー,60歳 代 は一 番 少 な く,

1805カ ロ リー であ った 。 蛋 白質 につ いて は40歳 代 が81.O

g,50歳 代 が79.7g,30歳 代 が71.9g,60歳 代 が67.5g

と い う摂 取 量 であ った 。 ビ タ ミンAで は60歳 代 が 一 番高

く,18381.U.で あ った。

3.食 物 消費 構造

(1)食 品 相互 の 相 関

各食 品 相互 の 摂 取状 況 をみ る ため に,各 食 品群 の個 人

表2栄 養摂 取 量(1人 旧 当 り)

大網白里
(A)
国民栄養調査
(町村)(B) %×1・ ・

エ ネ ル ギー

Cal
2,070±546 2225±529 107.5%

蛋 白 質

g
77,5±22.0 81.1±24.1 104.6

脂 質

g
52.3±22.1 46.8±22.1 89.5

カル シ ウム

mg
625±224 553±186 ..

鉄

mg
15±5 14±4 93.3

ビ タ ミ ンA

I.U.
1620±594 1510土816 93.2

ビ タ ミンBl

mg
0.98±0.35 1.10±0.57 112.2

ビ タ ミンB2

mg
1.03±0.36 0.99±0.33 96.1

ビ タ ミンC

mg
105±38 120±63 114.3

(M±a)

表3年 代別食物摂取量(1人1日 当り)

(M±a:g)

30才 代

(12名)

40才 代

(33名)

50才 代

(29名)

60才 代

(6名)

米 148±73 168±77 152±114 144±110

麦 101±66 140±84 129±104 65±24

い も 22±52 43±35 27±26 39±22

砂 糖 17±8 15±11 21±14 18±10

菓 子 39±36 35±31 32±34 35±21

油 脂 21±16 21±14 21±12 15±11

豆 95±53 86±59 67±60 46±39

果 実 247±152 194±146 225±170 309±217

緑色野菜 55±58 59±54 ,. 52±55

淡色野菜 334±128 294±160 334±122 356±42

海 草 13±11 14±19 13±14 20±10

調味・嗜好 178±164 109±40 127±156 168±120

魚 介 75±57 92±54 108±76 86±30

肉 35±18 48±30 37±27 35±42

卵 33±21 36±20 37±19 41±21

乳・乳製品 81±99 122±126 65±62 151±98

加 工 品 17±19 28±34 31±32 24±19
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表5各 食品間の相関行列

表4年 代別栄養摂取量(1人1日 当り)

(M±o)

30才 代 40才 代 50才 代 60才 代

エネル ギー

Cal
1939±648 2124±652 2147±460 1805±101

蛋 白 質

b
71.9±27.7 81.0±23.5 79.7±20.9 67.5±9.8

脂 質

g
50.8±25.2 56.4±22.8 51.7±21.7 43.2±18.8

カルシウム

mg
623±251 668±244 584±200 682±164

鉄

mg
15±5 16±5 15±4 15±2

ビタ ミンA

I.U.
1633±720 1624±604 1283±529 1838±844

ビタミンBl

mg
0.90±0.26 1.04±7.20 0.98±0.23 0.90±0.15

ビタミンB2

mg
0.96±0.36 1.08±0.46 0.98±0.25 1.13±0.35

ビ タミンC

mg
115±52 99±38 102±37 120±31

別1日 当り摂取量を変数にした食品群間の相関係数を求

め,こ れを行列数表としたものが表5で ある。

米について着目すると,統 計的有意差をもって正の相

関を示している食品は,魚 介類,淡 色野菜類,加 工食品

である。逆に負の相関を示している食品は麦であった。

また統計的有意差は認められなかったが,肉 類,卵 類,

油脂類,果 実類なども米と負の相関係数を示していた。

油脂類においては,卵 類,果 実類,緑 色野菜類と有意差

をもって正の相関関係があった。動物性食品では,魚 介

類にあっては有意差は認められないが,肉 類,卵 類,乳

・乳 製品と負の相関がみられた
。肉類と卵類は正の相関

が有 意差をもって示されていた。

表6因 子分析値

(第一,第 二因子)

第一因子 第二因子 共 通 性

米 一〇.59245 0.58866 0.45826

麦 0.48957 一〇
.00627 0.34492

い も 0.15130 0.49052 0.32226

砂 糖 0.19155 0.14892 0.18752

菓 子 0.19215 0.24616 0.25932

油 脂 0.55574 0.22131 0.40067

豆 0.41636 0.31296 0.30441

果 実 0.24649 0.05976 0.21334

緑 野 0.36734 0.20090 0.22178

淡 野 0.00541 0.42865 0.28756

海 草 o.07s70 0.03457 0.28974

調 嗜 0.05209 一〇
.11100 0.21556

魚 介 一〇
.27372 0.41172 0.34376

肉 o.asaoo 一〇
.13640 0.19761

卵 0.46338 一〇
.04598 0.30281

乳 ・乳 製 0.34290 0.27660 0.23004

加 工 一〇
.17758 0.34733 0.21805

(2)食 生 活 の構 成

上 記 の各 食 品相 互 間 の相 関関 係 を さ らに 因子 分 析(主

因子法)し,第 一 因子,第 二 因子 を表6に 示 す 。 なお,

第 一,第 二 因子 の 塁積 寄 与率 は41.9%で あ った 。

こ の結 果 を第一 因子 をX軸,第 二 因子 をy軸 として2

次 元空 間 に 図示 す る と図2の よ うに な った 。

米 と近 い位 置 関係 にあ っ た食 品 は,魚 介類,加 工 食 品,

淡色 野 菜,い もな どであ っ た。 また麦 と近 い位 置 関係 に

あ った 食 品 は卵 類,肉 類,果 実 類,緑 黄 色野 菜,'油 脂 類
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な どで あ っ た。

考 察

調査票の記入状況については,対 象 となった集団が,

栄養改善協議会 という一応の知識 ・技能を持った人達の

せいか,詳 細で明瞭な記載であったことから,デ ータと

しての信頼性は高いと考えられる。

対象者の平均年令は48.7歳 で,分 布は40歳代,50歳 代

の中高年令層が多い集団であった。食生活の改善は,年

令のことも充分念頭におく必要があろう。

全体としての食物摂取状況については昭和50年 度の国

民栄養調査の実施時期が11月 であり,今 回の調査は7月

であったことか ら,食 物摂取の季節からくる差異がある

と考えられる。例z.ば,果 実,野 菜類の摂取量は,国 民

栄養調査(町 村)の 結果より今回の方が多い結果がみら

図2食 品摂取量の因子分析結果

(第一,第 二因子の2次 元空間)
一

れ,い も類については逆に,秋 の出盛りのさつまいもの

せいか,国 民栄養調査の方が摂取が多い。また大網白里

町という地域の特殊性が考えられる。この地域の一部が

海に面しており,海 草類の摂取が国民栄養調査の結果よ

り多いのは,昔 からの地域性からくる習慣のためであろ

う。また豆類の摂取が今回の調査の方が,国 民栄養調査

の結果より多いのは,千 葉県が落花生の名産地であるこ

とが影響 しているものと思われる。動物性食品について

は,乳 ・乳製品が国民栄養調査の結果より多く,肉 類に

ついては少ない。これは栄養改善を目的とする対象集団

であるから日頃の乳 ・乳製品の摂取運動があったものと

考えられる。また肉類が少ないことは,中 高年令層に偏

った集団であることから生じた結果と思われる。

栄養摂取量については,全 体 としてエネルギー,蛋 白

質共に国民栄養調査結果より摂取量が少ない。これも対

象者の年令から生じたことと思われる。しかし,脂 肪の

摂 り方や緑黄色野菜,ビ タミンAの 摂取量の多いことな

どから,本 調査対象集団の食生活に,洋 風化現象もある

のではないかと推測される。

年代別の食生活の特徴については,30歳 代 の食生活は

主食となる米の摂り方が60歳 代 とほぼ同じ量しか摂取し

ていない。しかも30歳代の麦の摂取量が少なく,米 離れ

傾向というよりは主食,或 は食事量全体の摂取が少ない

ことが推察される。

30歳代の栄養所要量は他の年代より多いはずであるが,

エネルギー摂取量は40歳代,50歳 代の人達にも及んでい

ない。60歳代 の米の摂取は他の年代 と比較 して最も少な

いが,摂 取量がm位 の40歳 代 と24gし か離れていない。

しかし,麦 の摂取では第3位 の摂取である30歳代の人達

の63.4%で あ ったことから60歳代の主食は米(米 飯)中

心であることが推測される。エネルギー摂取量も他の年

代より少なく,年 令ということからきているものと考え

られる。30歳 代のエネルギー摂取と対照的である。また

60歳 代は果実,淡 色野菜類の食べ方が他の年代より多く

ビタミンCの 給源となっている。動物性食品の摂取では

卵,乳 ・乳製品類の摂取量が他の年代より多く,良 質な

蛋白質を摂取しているものと推測される。

各食品相互の相関関係については,米 と正の相関を示

したいわゆる補完食品にあたる魚介類,淡 色野菜類,加

工食品は,米 の摂取量が増せば,こ れらの食品の摂取も

増しているという関係にある。即ち,米 飯と魚という日

本の伝統的食事パターンを示すものと思われる。そして,

このような食事パターンに最近加工食品類 も融け込んで

きていることの現われと考えられる。

逆に米と負の相関を示 した麦類であるが,こ れはいわ

ゆる競合関係にあることを示す。即ち,米 の摂取量が増

せば,麦 類の摂取が減少するということである。米飯を

多く食べる人はパン ・麺などの摂取が少ないといっこと

である。

因子分析を行ない,第 一,第 二因子による2次 元空間

で各食品の位置関係をみると,米 を中心とした魚介類,

加工食品,淡 色野菜類のグループと,麦 類を中心とした

卵類,肉 類,油 脂類,果 実類,緑 色野菜類のグループの

存在が認められる。豊川はかって昭和46年 の国民栄養調

査の結果をこのような分析をしている1)そ して,2次 元

空間の軸に意味を持たせ,第1因 子を(x軸)「 ぜいたく

「必需」を示す軸とし,第2因 子(y軸)を 「伝統型」

「近代型」を現わす軸 として説明している。今回の調査

結果においても,米 を中心とした 「必需 ・伝統型」の食

生活に対し,麦 類を中心 とした 「ぜいたく型」の食生活

があることが認められた。農村主婦の食生活に分極があ
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る こ とが 推 測 され る。

まとめ

千葉県山武鄙大網白里町の栄養改善協議会員80名 に対

し,昭 和53年7月,金 子らが開発した 「個人別食物摂取

状況調査票」を用いて調査を実施した。

その結果,対 象者の年齢は50歳程 の中高年齢者集団で

あることがわかった。

食物摂取状況については;昭 和50年 度の国民栄養調査

の結果と比較 して,果 物,野 菜の摂取が本調査の方が多

量に摂取されており,い も類については逆であった。こ

れは調査実施時季の差によるものと考えられる。また調査

地域の特性か らか,海 草,豆 類の摂取が国民栄養調査の

結果より多かった。栄養摂取量では中高年齢集団のため

か国民栄養調査結果より少なかった。

年代別では,30歳 代の食生活は食事量全体が少なくな

っていた。60歳 代 の食生活は,米 を中心とし,卵,乳 ・

乳製品の摂取が多く,良 質蛋白質の摂取が考えられた。

各食品相互の相関関係については,米 と補完関係にあ

った食品は,魚 介,淡 色野菜,加 工食品であり,競 合関

係にあった食品は麦類であった。

因子分析を行なった結果から,米,魚 介,淡 色野菜,

加工食品などの 「必需 ・伝統型」の食生活と,麦,卵,

肉,油 脂,緑 色野菜類などの 「ぜいたく型」の食生活の

分極状態が認められた。
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